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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸受外輪（２）と軸受内輪（３）とそれらの間において、軸受軌道上を転がる転動体を
有するブレーキ装置付き転がり軸受（１）であって、ブレーキ効果を摩擦係合により発生
させるために、前記軸受輪（２，３）の一つに連結された変位可能なブレーキ要素が前記
軸受輪（２，３）の他の一つに連結された対向面に押し付けられ、該摩擦係合が電磁石に
より解消されるブレーキ装置付き転がり軸受において、ブレーキ要素（８）が前記軸受輪
（３，２）の一つ内に一体構成として配置され、スプリングの力により対向する面に押し
付けられ、該電磁石は、軟鉄芯とその回りのコイル(8.5)として、前記軸受輪（３，２）
の一つを有していることを特徴とするブレーキ装置付き転がり軸受（１）であって、
　前記対向面は外側軸受輪（２）に連結された圧力板(8.7)であり、
　圧力板(8.7)は環状であり、内側軸受輪（３）と強磁性の接極板(8.1)との間の空隙(8.6
)を調節するように、ネジ(8.7.1)を介して外側軸受輪（２）の対応するネジ(2.2)により
受けられており、圧力板(8.7)の直径は外側軸受輪（２）の直径よりも小さく、
　内側軸受輪（３）は、予荷重を調節するために、二部分から成り、内側軸受輪（３）は
、内側軸受輪が軸方向に変位可能な調節ナット(3.1)に連結され、調節ナット(3.1)が、内
側軸受輪（３）のネジ(3.1.1)を介して、ネジ(3.1.1)に対応するネジ(3.2)に受けられて
いる転がり軸受（１）。
【請求項２】
　ブレーキ要素（８）が強磁性の接極板(8.1)を有し、該強磁性の接極板(8.1)は、ブレー
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キライニング(8.2)に連結されており、軸受輪（３）内に保持され、周方向に間隔を開け
た複数の位置決めピン(8.3)により軸方向に変位可能であり、周方向に間隔を開けた複数
のスプリング要素(8.4)により予荷重が与えられており、さらに、ブレーキ要素（８）が
、軸受輪（３，２）内に配列されたコイル(8.5)と、該コイルに電流が流れない時に該接
極板(8.1)と軸受輪（３）との間に形成された空隙(8.6)を有することを特徴とする請求項
１に記載の転がり軸受（１）。
【請求項３】
　転動体は、二つの対向するアンギュラコンタクト型ニードルロラー軸受(5,6)のニード
ルロラー(5.1,6.1)から形成され、転動体の回転軸線の延長線の交点（７）が軸受内輪（
３）内叉は軸受外輪（２）内に存在することを特徴とする請求項１に記載の転がり軸受（
１）。
【請求項４】
　アキシャル型アンギュラコンタクトニードルロラー軸受（５，６）が内側軸受輪（３）
と外側軸受輪（２）との間に配列されており、軸受軌道を担持するランナ(5.4,6.4)を有
することを特徴とする請求項３に記載の転がり軸受（１）。
【請求項５】
　前記ランナ(5.4,6.4)は、硬化処理が施されていることを特徴とする請求項４に記載の
転がり軸受（１）。
【請求項６】
　ランナ(5.4,6.4)と軸受輪（２，３）の一つが異なる材料から成ることを特徴とする請
求項４に記載の転がり軸受（１）。
【請求項７】
　コイルの無い軸受輪（２，３）が軽合金叉はプラスチックから製造されていることを特
徴とする請求項６に記載の転がり軸受（１）。
【請求項８】
　医療機器用の天井スタンドとして使用されることを特徴とする請求項１乃至７の何れか
一つに記載の転がり軸受（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブレーキ装置を有する転がり軸受、特に、軸受外輪と軸受内輪と、これら両
輪の間で転がる転動体を有する回転連結装置において、摩擦によるブレーキ効果を生ずる
ために、一つの軸受輪に連結された変位可能なブレーキ部材を他の軸受輪に連結された対
向面に押し付け、電磁石により摩擦係合が解消されるような回転連結装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ブレーキ装置を有する転がり軸受は、古くから知られている。風力発電装置において、
転がり軸受による回転連結装置には、例えば、軸受輪の軌道において、わだちが生じ、比
較的短期間の使用後に作動しなくなるという危険がある。この現象は、風向を補正するた
め、回転させる時に、転動体が軸受軌道面を滑ることに特に起因する。この磨耗現象を排
除するために、転がり軸受の回転抵抗を低減する色々な手段が知られている。ＤＥ３７２
５９７２Ａ１とＤＥ４１０４１３７Ａ１は、追加的に回転式ブレーキを使用することを提
案している。これにより、ブレーキ力と所望の回転抵抗を外部から調節できる。この第１
の例における不利な点は、風力発電装置が停止された場合にのみブレーキ要素が解除でき
るということである。第２の例においては、ブレーキ装置が多くの機械部品から成るので
、製作が複雑で操作が複雑になることである。
【０００３】
　DE１９０４９５４Bは、ショベル、クレーンなど基台上に、回転部を支持するための軸
無しの回転連結構造を開示している。これらの回転連結構造は、一部材の回転リングと二
つのプロフィールリングから組立られた二部分の回転リングを有している。二つの回転リ
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ングは、二列ボール軸受のボールにより互いに拘束されており、ブレーキ装置が備わって
いる。ブレーキ装置は、一つまたはそれ以上のブレーキシュー支持体を有し、これは、一
部材の回転リングに連結された部材に固定されている。この構造の不利な点は、ブレーキ
装置が軸受の外側に位置しているために、余分な装置空間をとることである。
【０００４】
　ブレーキ装置を有する一般的な軸受は、すでにＤＥ１０１２７４８７A1において開示さ
れている。図１のラジアル軸受構造はラジアルタイプの深溝ボール軸受とこれに軸方向に
近接したブレーキ装置を有している。深溝ボール軸受は、内輪と外輪とこれら両輪の間の
リテーナに設けられたボールを有している。深溝ボール軸受は、さらに、環状空間を周囲
から遮蔽する二つのシールリングを有している。ブレーキ装置は、内側リテーナリングと
外側リテーナリングを有している。内側リテーナリングの半径外方に向くフランジに平ら
な線状バネでブレーキディスクが固定されている。このディスクは強磁性体で作られ、フ
ランジから遠い面にブレーキライニングを有している。ブレーキディスクは、回転に対し
ては内側リテーナリングに平らな線状バネにより固定され、軸方向には、変位可能である
。ブレーキライニングの反対側には、ブレーキ時にブレーキライニングが押し付けられる
対向面が外側リテーナリングに形成されている。外側リテーナリングはさらにコイルと一
個叉はそれ以上の永久磁石を有し、これらはブレーキディスクと深溝ボール軸受の間に配
列され、外側リテーナに機構的に連結され、その結果対向面にも固定されている。
【０００５】
　この構造の不利な点は、ブレーキ装置が軸方向に軸受までフランジがつけられる必要が
あり、それだけ余分な設置空間を要することである。リテーナリングは、比較的複雑な構
造であり、複雑な方法でピンによって最初に軸受輪に固定されなければならない。さらに
不利な点は、ブレーキの効果が、ブレーキディスクを引き付ける永久磁石により開始され
ることである。利用分野によっては、常時磁場が形成されていることは、鉄分を含む埃が
軸受により引き付けられるので、有害である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
　　ＤＥ３７２５９７２Ａ１
　　ＤＥ４１０４１３７Ａ１
　　ＤＥ１９０４９５４B
　　ＤＥ１０１２７４８７A1
【発明の概要】
【０００７】
　従って、本発明の目的は、上述の不利を避け、製造が容易で僅かの設置空間しか取らな
いブレーキ装置を提供することである。
【０００８】
　この発明に従って、上記目的は、ブレーキ要素が軸受輪の一つに一体的に設けられた構
成として配置され、バネにより対向面に押し付けられ、電磁コイルが、軸受輪の一つを軟
鉄の磁心とする磁心とそれを囲むコイルとを有するという請求項１の前提部と関連する特
徴部により達成される。
【０００９】
　このようにして、ブレーキ装置が軸受の一体構造要素なので、実質的に余分な設置空間
を取らないブレーキ装置を創案することができる。ブレーキ要素を軸受輪の一つ、通常は
回転する軸受輪に収容することにより、ブレーキ装置を有するコンパクトな転がり軸受を
達成できる。更に有利な点は、ブレーキ装置を回転する軸受構成部材とすることで、ブレ
ーキ装置が複雑な方法で軸受に連結する必要がないことである。異なる大きさのバネを用
いることで、予荷重の大きさを変える事ができ従ってブレーキ力も変えることができるこ
とも有利な点である。電磁石を使用することも、転がり軸受が自由に回転できるように、
ブレーキ力を打ち消す簡単な方法を与える。ブレーキを有するこのような一般的な転がり
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軸受は、一定の摩擦トルクが要求されるが、事情により迅速にトルクを解除せねばならな
いというようなときに特に有利である。このような場合とは、例えば医療分野において、
色々な医療機器に連結された天井スタンドのように、転がり軸受が回転連結部に用いられ
る場合である。一定の摩擦トルクは回転連結部の不用意な回転を防止できる一方、ブレー
キを解除することで、回転連結部を容易に調節できるという利点がある。緊急の場合に、
両軸受輪を反対方向に回転させることが必要なとき、ブレーキ装置を作動させることで可
能である。努力すれば両軸受輪を回転させることができるようにブレーキ力を設定するこ
とが有利である。
【００１０】
　この発明の有利な発展形態は、従属請求項に記載されている。
【００１１】
　請求項２によれば、対向面は、軸受輪に連結された圧力板として実施されている。軸受
ユニットを組立てる際は、最初に圧力板が所望の空隙に対応する軸方向位置に置かれる。
次いで、圧力板が所望の位置において、軸受輪に固定される。請求項３によれば、この連
結は好ましくは、圧力板が環状をなし、軸受輪のネジ部に圧力板のネジ手段を用いて受け
られことにより達成される。これらの二つの手段は、ブレーキ力を正確に解除するための
電磁石の空隙の調節方法を提示している。もし、空隙が余りに小さく設定されると、ブレ
ーキライニングが離れないのでブレーキが解除されないリスクがある。空隙が大きすぎる
と、電磁場が弱められるので、電磁石を不必要に大きくしなければならない。
【００１２】
　請求項４に従う追加的な特徴によれば、ブレーキ要素は、強磁性の接極板を有しており
、接極板はブレーキライニングに連結され、軸受輪に保持されており、周方向に間隔を有
する複数の位置決めピンにより軸方向に変位可能で、周方向に間隔を有する複数のスプリ
ング要素により予荷重がかけられている。ブレーキ要素は、軸受輪に配置されたコイルと
、コイルに電流が流れない時、接極板と軸受輪との間に形成される空隙を有している。こ
のようにして、ブレーキ効果を開始する手段、即ちスプリング要素とブレーキ効果を打ち
消す手段、即ちコイル巻き線は、軸受輪の直近に配置され、設置スペースの最大の活用が
得られる。
【００１３】
　請求項５に従う追加的な特徴によれば、転動体は、二つの対向するアキシャル型アンギ
ュラコンタクトのニードルロラー軸受のニードルロラーにより形成され、ニードルの回転
軸の延長の交点は、軸受内輪叉は軸受外輪に存在する。既知の回転連結手段、好ましくは
四点支持軸受叉は交差ロラー軸受に比較して、二つのアキシャル型アンギュラコンタクト
ニードルロラー軸受の使用は、同等叉はそれより重負荷に対してかなり費用効果の高い製
造が可能になる。請求項６に従えば、アンギュラコンタクトのニードルロラー軸受はお互
いにO型配列に設定され軸受軌道を支持するランナを有しているのが有利である。請求項
７の特徴によれば、これらのランナーは、硬化処理を施すことができ、請求項８に従えば
、ランナーと軸受輪の一つは異なる材料により構成すると軸受の重量の軽減に有利である
ことが分かった。この場合に請求項９に従い、アキシャル型アンギュラコンタクトのニー
ドルロラー軸受の硬いランナを受けるコイルの無い軸受輪を軽合金叉はプラスチックによ
り製造するのが有利である。
【００１４】
　請求項１０に従う軸受予荷重の調節のための追加的な特徴によれば、軸受輪は二部分型
で、軸受輪は、軸方向に変位可能な調節ナットに連結されている。請求項１１に従うさら
に別の特徴に従って、調節ナットが、対応する軸受輪のネジにより受けられるのが好まし
い。
【００１５】
　最後に、この発明の特徴は、医療機器のための天井スタンドに利用されることである。
このような、天井スタンドは、以前から知られ、例えば、ＤＥ３６２７５１７Ａ１，やＤ
Ｅ４３０６８０３Ａ１やＤＥ１９９６３５１２Ｃ１に記載されている。最後に挙げた刊行
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物に記載された天井スタンドは、ブレーキ装置を具備している。このブレーキ装置は、軸
受装置を半径外側から囲む二つのブレーキ輪を有している。ここでも、ブレーキ装置は、
軸受の外側に配置されるように、追加的に製造された構成部材として示されている。これ
は、先行技術において引用された不利益を有している。
【００１６】
　その他の本発明の特徴は、以下の記述と図により説明される。図には、例示的な実施例
が、発明の単純化された形態で表されている。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　図面において、
【図１】図１は、図２の線Ｉ－Ｉに沿って切断した断面図を示している。
【図１ａ】図１ａは、転動体が配置された領域の拡大断面図を示している。
【図２】図２は、本発明の軸受の側面図を示している。
【図３】図３は、本発明の第２の変形例の断面図を示している。
【図４】図４は、本発明の転がり軸受における磁束流を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明に従う、図１、図１ａに示された転がり軸受１は、軸受外輪２と軸受内輪３を有
し、これらは、その一つを外に、他の一つを内側にして軸受軸線４の周りに同心状に配列
されている。これらの軸受輪の間の環状空間には、アンギュラコンタクトタイプのニード
ル軸受５、６が配設され、Ｏ型配列とされている。両軸受は、ニードルロラー5.1、6.1と
された転動体を有し、リテーナ5.2、6.2により案内されている。ニードルロラー5.1、6.1
の回転軸線の延長線5.3、6.3は、点７において交差し、この点７は、内輪３内に存在する
。アンギュラニードル軸受５、６の夫々には二つのランナ5.4、6.4が設けられ、ニードル
ロラーの走行軌道を提供しているが、これ以上の詳細は述べない。特に図１ａは、傾斜角
αが変更可能であり、軸受が受ける半径方向の力と軸方向の力との割合を変更することが
可能であることを示している。図から分かるように、内輪３は二部分から成り、調節ネジ
3.1がその内側ネジ部3.1.1により、内輪３の外側ネジ部3.2にねじ込まれており、軸方向
に変位可能である。この構成により、調節ネジ3.1を締付けることで、二つのアンギュラ
ニードル軸受５、６が外輪２のV字状凸部に押し付けられ、軸受の予荷重が容易に調節で
きる。
【００１９】
　本発明に従うブレーキ要素８は、強磁性の接極板8.1を有し、環状であり、その外側面
にブレーキライニング8.2が設けられている。接極板8.1の他の面は内輪３の面に支持され
、位置決めピン8.3により、内輪に連結されている。周方向に間隔を持たせた複数の位置
決めピン8.3は内輪３に固定されている。これらの位置決めピン8.3は、接極板8.1の穴8.8
に係合している。この穴8.8は、位置決めピン8.3の直径より少し大きくされている。この
構成により、接極板8.1が、内輪３内で軸方向に変位可能となる。接極板は、周方向に均
等に分離したスプリング8.4により予荷重が与えられている。
【００２０】
　図に見られるように、内輪３は凹部3.3が設けられており、凹部は軸方向に開口してお
り、これにコイルが納められている。さらに、ブレーキ要素８の一部をなすのが、圧力板
8.7で、これは外輪２の内側ネジ2.2にねじ込まれる外周ネジ8.7.1により保持されている
。この構成により、圧力板8.7の異なる軸方向位置においても、空隙8.6が外輪２内におい
て、正確に調節できる。意図しない位置ずれに対して、空隙8.6の調節後に、圧力板8.7を
固定することが好ましい。こうして、内輪３と外輪２が、ブレーキライニング8.2により
摩擦により連結される。この摩擦連結は二つのパラメータ即ちブレーキライニングの摩擦
係数μと予荷重Ｆである。この予荷重Ｆは、スプリング8.4により決められる。コイル8.5
に電流が流れない場合には、軸受はブレーキ状態即ち外輪２と内輪３が摩擦結合している
。これは、軸受内輪３に連結された接極板8.1は、スプリング8.4により摩擦ライニング8.
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2を介して、軸受外輪に固定された圧力板8.7に押し付けられているからである。コイル8.
5に電流が流れる場合には、発生した磁力が接極板8.1を軸受内輪３の側面に引き付けるの
で、空隙8.6がなくなる。
【００２１】
　図３に示された第２の変形例は、コイル8.5が軸受内輪３の側面に配置されるのでなく
、調節ネジ3.1の側面に配置されている点で図１に示されたものと異なる。
【００２２】
　図４は、本発明の転がり軸受１のさらに別の変形例を示すが、その構成は原理において
先行する例において述べたのと同じなのでここでは説明しない。それ故に、同じ部材に対
して同じ参照番号が用いられている。上に述べたように、電磁石はコイル8.5を有し、電
流が流れるとその回りに磁場を形成する。磁場は、矢印で示されている。この磁場は、鉄
磁極として作用する軸受内輪３により強められる。電流がコイル8.5に流れると、強磁性
体から成る接極板8.1は、コイル8.5に引き付けられ、電流が流れない時にコイル8.5と接
極板8.1との間に存在する空隙8.6が閉じられる。代わりに、均等な空隙が、接極板8.1と
圧力板8.7に連結されたブレーキライニング8.2との間に形成される。当業者なら知ってい
るように、発生された磁場の強さは、コイルの長さとその巻回数とコイルを流れる電流の
関数として変化する。さらに、磁束密度は空隙8.6の関数として変化する。この空隙は、
正確に調節が可能なように、できる限り小さくすべきである。その調節は、本発明により
容易に可能である。
【００２３】
　回転する軸受内輪３叉は実施例の調節ネジ3.1の一体部材としてのブレーキ要素８に関
して、ここで指摘することは、これらは発明の構成の概要を示すための概観図であること
である。ブレーキ要素８は、軸受外輪２の一体部分とすることもできる。実際に使用する
に当たって、ブレーキ装置を含む個々の軸受構成部材は、その形状と材料の選択において
、また電磁場の形成とその効果において個々に設計される。
【符号の説明】
【００２４】
１：転がり軸受
２：軸受外輪
２.１：凸部
２.２：内側ネジ
３：軸受内輪
３.１：調節ネジ
３.１.１：内側ネジ
３.２：外側ネジ
３.３：凹部
４：軸受軸線
５：アンギュラコンタクト型ニードルロラー軸受
５.１：ニードルロラー
５.２：リテーナ
５.３：回転軸線
５.４：ランナ
６：アンギュラコンタクト型ニードルロラー軸受
６.１：ニードルロラー
６.２：リテーナ
６.３：回転軸線
６.４：ランナ
７：点
８：ブレーキ要素
８.１：接極板
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８.２：ブレーキライニング
８.３：位置決めピン
８.４：スプリング
８.５：コイル
８.６：空隙
８.７：圧力板
８.７.１：外周ネジ
８.８：穴
α：傾斜角

【図１】 【図１ａ】
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【図２】 【図３】

【図４】
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